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▽
『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▽
本
年
度
は
、講
演
会
・
研
究
会
を
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
開
催
し
ま
し
た
。
春
学
期
は
人
間

文
化
研
究
所
と
の
共
同
開
催
で
東
北
福
祉
大
学
非
常
勤
講
師
の
川
村
昭
光
先
生
と
岩
手
県

普
門
寺
住
職
の
熊
谷
光
洋
先
生
を
お
迎
え
し
て
、「
絆
│
わ
た
し
た
ち
は
忘
れ
な
い
│
」
を

テ
ー
マ
に
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
写
真
な
ど
を
交
え
な
が

ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
学
期
は
、
今
年
度
で
退
職
さ
れ
る
教
養
部
客
員
教
授
の

吉
田
道
興
先
生
に
最
終
講
義
に
代
え
て
「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
題

で
、長
年
の
資
料
蒐
集
と
ご
研
究
成
果
の
要
点
を
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
名
の
先

生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
本
号
に
は
、
吉
田
先
生
の
ご
発
表
の
内
容
の
ほ
か
、
三
編
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
口
絵
の
実
峰
良
秀
禅
師
木
像
の
写
真
は
、
八
月
に
実
施
し
た
参
禅
会
研
修
旅
行
で
訪
れ

た
、
鳥
取
県
米
子
市
の
総
泉
寺
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
実
峰
禅
師
は
、
大
本
山
總
持
寺

五
院
の
ひ
と
つ
如
意
庵
の
開
基
と
し
て
知
ら
れ
た
禅
匠
で
す
。

▽
本
年
度
、
新
た
に
菅
原
研
州
研
究
員
が
本
学
教
養
部
に
着
任
と
と
も
に
、
当
研
究
所
の
ス

タ
ッ
フ
に
加
わ
り
ま
し
た
。
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
長
年
務
め
る
な
ど
の
キ
ャ
リ

ア
を
持
ち
、当
研
究
所
で
も
そ
の
力
を
大
い
に
発
揮
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

▽
一
月
に
、
佐
藤
悦
成
文
学
部
教
授
が
所
長
に
、
木
村
文
輝
文
学
部
教
授
が
幹
事
に
就
任
し

ま
し
た
。
佐
藤
教
授
は
学
長
と
兼
任
と
な
り
ま
す
。
両
先
生
の
手
腕
に
期
待
し
ま
す
。

▽
当
研
究
所
は
、
平
成
二
十
七
年
に
開
所
五
十
周
年
・
坐
禅
堂
開
単
三
十
五
周
年
を
迎
え
ま

す
。
秋
に
は
記
念
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
本
号
の
刊
行
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 
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